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書

評

中
島
信
吾
著

『戦
後
日
本

の
防
衛
政
策
1

「吉
田
路
線
」
を
め
ぐ
る
政

治

・
外

交

・
軍
事

』

(
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
二
〇
〇
六
年
、
.
v
i
+
三
二
六
頁
)

一

中

島

琢

磨

第

二
次

世
界

大
戦

後

の
日
本

の
防

衛

政
策

は
、

従
来
実

証

的
研

究
が

遅

れ

て

い
た
領

域

で
あ

っ
た

。
そ

れ

は
第

一
に
は
、
史
資

料

の
制

約

の

問
題

に
よ
る
。
し

か
し
、
こ

こ

一
〇
年

間

の
史
資

料

状
況

の
進

展

に
よ

っ

て
、

当
該

領
域

に
関

す

る
研
究

状
況

は
大
き

く
変

わ

っ
て
き

た
。

本

書

は
、
公

開

さ

れ
た
日

米

の
公
文
書

、

個
人

文
書

、

オ
ー

ラ

ル

・

ヒ
ス
ト

リ
ー

な
ど

を
駆
使

し
て
、

一
九

四
〇
年

代

後
半

か
ら

一
九

六
〇

年
代

後
半

ま

で

の
日
本

の
防
衛

政
策

の
展
開
過

程

を
、

「
吉

田
路
線

」
の

定
着

と

い
う

観

点

か
ら
実

証

的

に
考

察

し

た

も

の

で
あ

る
。
本

書

に

よ

っ
て
、

戦
後

日
本

の
防

衛

政
策

に
関

す

る
研
究

は
、
確

実

か

つ
大

き

な
進

展

を
見

た

と
思

わ
れ

る
。
以

下

で
は
、

本
書

の
内

容

の
要
約

を
行

い
、

そ

の
う

え

で
本
書

の
特

長
、

意
義

、

お
よ
び

若

干

の
論

点

に

つ
い

て
述

べ
た

い
。

二

ま
ず
序

章

で

は
、

「吉

田
路

線

」

(①

敗
戦

か
ら

の
経

済
復

興
優

先
、

②

防
衛
費

の
急

激

な
増
加

の
抑
制

、
③

日
本

防
衛

の
米

軍

へ
の
依

存

)

の
継

続

と
定
着

過
程

の
多

角

的
検

討

と

い
う

本
書

の
目

的

が
示

さ
れ

て

い
る
。
続

く
第
一

部

で
は
、

「
戦
後

日
本

型
政

軍
関

係

」
の
形

成
過

程

が

考
察

の
テ

ー

マ
と
な

っ
て

い
る
。
第

一
章

で
は
、

文
官

と

旧
軍
人

の
対

立
、

お
よ
び

「
文

官
優
位

」

と

い
う
日

本

の
防
衛

機
構

の
特

性

に
注

目

し

な
が

ら
、
再

軍
備

過
程

が
検

討

さ
れ

て

い
る
。

G
H

Q

の
民
事

局
別
室

は
、
警
察

予
備

隊

の
創

設

に
あ

た
り
、
「
文
民

統
制

」

が
制
度

的

に
確
保

さ
れ

る

こ
と
を

日
本
側

に
求

め

て

い
た
。

一

方
、

政

治
家

を
含

め
日
本

側
当

事
者

は
、

「文

民
統

制
」
と

は

「
文

官
官

僚
」
が
制

服
組

を
統

制
す

る

こ
と

で
あ

る
と
誤

解

し
た
。

こ

の
誤
解

は
、

防
衛

庁

・
自
衛

隊

が
創
設

さ
れ

る
頃

に
は
な

く
な

っ
た
。

し

か
し
著
者

に
よ
れ
ば

、

旧
内
務

官
僚

を
中

心

と
す

る
文
官

は
、
既

得
権

意
識

や

、

旧
軍

人

が
背
負

う

「
過
去

の
負

債

」

に
対
す

る
反

発

か
ら
、

機
構

内

で

旧
軍

人

に
対

し

て
優

位
性

を
確

保

し
よ

う

と
し
た

。

そ

の
結

果

「
文
官

官
僚

」

は
、

防
衛
機

構

で

の
中
枢

的
地

位
を

保

つ
こ
と

に
成

功

し
た
。
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第
二
章
で
は
、
国
防
会
議
の
設
置
を
め
ぐ
る
過
程
が
考
察
さ
れ
て
い

る
。
「旧
軍
嫌
い
」
で
有
名
だ

っ
た
吉
田
茂
だ
が
、
辰
巳
栄

一
元
陸
軍
中

将
、
下
村
定
元
陸
軍
大
将
、
野
村
吉
三
郎
元
海
軍
大
将
な
ど
と
は
関
係

を
持

っ
て
い
た
。
他
方
、
旧
軍
人
は
、
積
極
的
に
再
軍
備
を
主
張
し
て

い
た
芦
田
均
、
鳩
山

一
郎
ら
に
接
近
し
た
。
旧
軍
人
と
く
に
旧
陸
軍
軍

人
達
が
期
待
し
た
の
は
、
国
防
会
議

へ
の
参
加
で
あ
っ
た
。
鳩
山
政
権

期
、
旧
軍
人
を
含
む
民
間
議
員
の
国
防
会
議

へ
の
登
用
を
主
張
す
る
改

進
党
系
議
員
は
、
そ
れ
に
反
対
す
る
自
由
党
系
議
員
や
防
衛
庁
内
局
の

「文
官
官
僚
」
と
対
立
し
た
。
結
局
鳩
山
首
相
が
断
を
下
し
、
旧
軍
人

の
国
防
会
議

へ
の
参
加
は
立
ち
消
え
と
な
っ
た
。

そ
の
後
、
服
部
卓
四
郎
元
陸
軍
大
佐
の
国
防
会
議
事
務
局

へ
の
参
加

問
題
が
持
ち
上
が
っ
た
が
、
白
紙
に
戻

っ
た
。
著
者
は
、
旧
軍
人
の
防

衛
機
構
へ
の
参
入
が
失
敗
に
終
わ
っ
た
お
も
な
原
因
を
、
保
守
陣
営
内

部
の
政
治
状
況
に
求
め
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、
自
民
党
内
で
は
、
改
進

党
系
議
員
が
自
由
党
系
議
員
に
譲
歩
す
る
と
い
う
構
図
が
生
じ
て
い

た
。
最
終
的
な
政
策
決
定
の
場
で
は
、
旧
軍
人
は
政
党
力
学
に
組
み
込

ま
れ
、
客
体
と
し
て
存
在
す
る
ほ
か
な
か
っ
た
。

第
三
章
で
は
、
二
次
防
の
策
定
過
程
が
、
海
上
自
衛
隊

へ
の
対
潜

ヘ

リ
空
母

(C
V
H
)
導
入
構
想
を
中
心
に
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
る
。

一

九
六
〇
年
度
か
ら
の
六
ヵ
年
計
画
で
あ
っ
た

「赤
城
構
想
」
に
お
け
る
、

海
上
自
衛
隊
の
最
大
の
眼
目
は
、
C
V
H
の
導
入
で
あ
っ
た
。
し
か
し
、

社

会
党

、
大

蔵
省

、

お
よ
び

自

民
党
内

の
反
主
流

派

は
、
財

政
的

問
題

な

ど
を

理
由

と

し
て
同

構
想

に
反
対

し
た
。

党
内

主
流

派

か
ら

も
、
安

保

改
定

の
障
害

と
な

る
こ

と
を
恐

れ

て
、
同

構
想

に
対

す

る
慎
重

論

が

噴

出

し
た
。

こ
う

し

た
な

か
海

上
自
衛

隊

は
、
在

日

軍
事
援
助

顧

問
団

(
M
A

A
G
-

J

)

に
財
政
支
援

を
打

診

し

て

い
る
。

一
九

六

一
年

一
月
以

降
、

こ
の
問
題

は
国

防
会

議

の
場

へ
あ

が

っ
た

が

、
議
論

は

膠
着

し
た

。
結

局
、
海

原

治
防

衛
局

長

の
強
硬

な

反
対

も

あ

り
、
防

衛
庁

側

が
構

想
を

取

り
下
げ

て
こ

の
問

題

は
決
着

し

た
。
著

者

は
、

以
上

の
過
程

か
ら
、

当
時

の
統

幕

の
地
位

の
低

さ

と
権
限

の
弱

さ
、

お
よ
び
政

治
的

、
経

済

的
妥
当

性

を
優

先
す

る

と

い
う

防
衛

庁
内

局
全

体

に
見

ら
れ

た
特
徴

な

ど
を
導

き

出
し

て

い
る
。

第

四
章

以

下

か
ら
構
成

さ
れ

る
第

Ⅱ
部

で
は
、

高
度

成
長

期

の
防
衛

政
策

が
考

察

の

テ
ー

マ
と
な

っ
て

い
る
。
第

四
章

で

は
、

「吉

田
路

線

」

の
論

理
構

成

と
、
吉

田
、

鳩

山
、
芦

田

の
再

軍
備

観
が
整

理

さ

れ
た
う

え

で
、

一
九

五
〇
年

代
後

半

の
防
衛

政
策

が
検

討

さ

れ
て

い
る
。
著

者

に
よ
れ
ば

、
吉

田

は
、

す

で
に

一
九
五

二
年

に
憲

法
改

正

の
意
志

を

ア

メ

リ
カ
側

へ
伝

え

て

い
た
。

し

か
し
吉

田
政
権

は
、
憲

法
第

九
条

を
、

ア

メ
リ

カ

の
防

衛
力

増
強

要
求

を

か
わ

す
た

め

の
政
治
的

手

段

と
し

て

用

い
た
。

こ

れ
ら

か
ら
、

「
吉

田
路

線
」
は
、
吉

田

に

と

っ
て
は
日
本

が

普

遍

的

に
選

択

す

べ
き
政
策

で
は

な

く
、

「
状
況

対

応
的

な

政
策

パ

ッ

ケ

ー
ジ
」

で
あ

っ
た
と
特

徴

づ
け

ら
れ

て

い
る
。

一鵬}



他
方

で
鳩
山

は
、

憲
法

改
正

に
よ
る
再

軍
備

を
主

張

し
た
。

た

だ
、

鳩

山

は
日

本
防

衛
以

外

の
任
務

に
は

「自

衛
軍

」

を
従
事

さ

せ
な

い
と

し

て
お
り

、

そ

の
主

張

は
対
米

関
係

を
考

慮

に
入

れ
た

も

の
と

は
言

い

難

か

っ
た

。

こ

の
点

芦

田
は
対

照
的

で
あ

る
。

芦

田

の
再

軍
備

論

の
重

点

は
、
日

米
関

係

の
円
滑

化
、

緊
密

化

に
あ

っ
た

。

著

者

は
、
防

衛
分

担
金

削
減

問
題

や

防
衛
力

「漸

増
」

に
対
す

る
鳩

山

の
積
極

的
態

度

の
な

さ
な

ど
を
指

摘

し
、
鳩

山
政

権

の
防
衛

政
策

は
、

結
果

を
見

れ
ば

「
吉

田
路

線
」
の
継

承

で
あ

っ
た

と
特
徴

づ

け

て

い
る
。

ま

た
、
著

者

は
、
岸

政
権

下

の
防
衛

費

の
増
加

が

予
算
全

体

の
伸

び

よ

り
も

低
く

抑

え
ら

れ

て

い
た

こ

と
な
ど

か
ら

、
岸

政
権

も

「吉

田
路

線
」

の
大

枠
を

踏
襲

し

た
と
指

摘

し

て

い
る
。

第

五
章

で

は
、

ア
イ
ゼ

ン

ハ
ワ
ー
政
権

が

見
た

日
本

の
防

衛
力

増
強

問
題

に

つ
い
て
分
析

さ

れ

て

い
る
。

同

政
権

の
対

日
政
策

の
転
換

と

し

て
従

来
理

解

さ
れ

て
き

た
N

S
C

五
五

一
六

/

一
だ
が

、
同

文
書

は
、

①

日
本

の

「
軍

事
的

貢
献

」

へ
の
期
待

、
②

日
本

の
防
衛

力

増
強

に
対

す

る

「
再

要
求

の
論

理
」
も
含

ん

で

い
た
。

一
方

で
同

政
権

は
、

「
強

国

日
本

の
養

成
」

で
は
な

く

「親

米

日
本

」

の
確
立

を
優

先

し
、

ア
ジ

ア

の

「
経
済

成
長

モ
デ

ル
」
と

し

て
日
本

を
設

定

し
た
。

著
者

は
、

N

S

C

六
〇
〇

八
/

一
の
検

討
な

ど

か
ら
、

同
政

権

に
お

い
て
、

日
本

の
防

衛
力

増
強

は

よ
り

二
義

的
な

問
題

と
な

っ
た
と
論

じ

て

い
る
。

第

六
章

で
は
、
「
吉

田
路
線

」
の
軍

事

的
側

面

に
関

す

る
検

討

と
し

て
、

一
次

防

の
策
定

過
程

を
辿

り
、

一
次

防

の
意
義

と
残

さ

れ
た
課

題

に

つ

い
て
論

じ

て

い
る
。

自
衛

隊

の
任
務

に
関

し

て
は
、

外
航

護
衛

の
範

囲

な

ど
を

め
ぐ

り
防
衛

当
局

間

で
見
解

が
対

立

し

て

い
た

。
他
方

省
庁

間

の
関

係

を
見

る
と
、

一
次

防

を
め

ぐ
る
防

衛
庁

と
大

蔵

省

の
対

立

は
、

財
政

の
総

枠

の

み
な
ら
ず

、
①

陸
自

の
増

勢

と
空
自

の
整

備

の
ど

ち
ら

を
優

先

す

る
の

か
、
②

海

上
自

衛
隊

の
任

務

に
関

す

る
地
理

的
範

囲
、

と

い

っ
た
軍
事

的
側

面

に

お

い
て
も
存
在

し

て

い
た
。

最
終

的

に

一
次

防

で
は
、

陸
自

の
人
的
拡

充

が
優
先

さ

れ
た

。

一
方

、

海
上

交
通

保
護

の
地

理
的

範
囲

に

つ
い
て
は
指

針

は
下

さ

れ
な

か

っ
た
。

第

七
章

で
は
、
「吉

田
路

線

」
の
定
着

過

程

に

お
け
る
池

田

・
ケ
ネ

デ

ィ

時
代

の
意

味

と
、

こ

の
時

代

の
日
本

の
防
衛

力
増

強
問

題

を
め
ぐ

る

日

米
関

係

に
関

す
る
検

討

が
な

さ

れ
て

い
る
。
池

田
政
権

は
、

初

め
て
公

に

「
吉

田
路
線

」

を
戦
後

経

済
復

興

の
原
動

力

と
し

て
位
置

づ

け
た
。

他
方

、

一
九

六

一
年

六

月

の
日
米
首

脳
会

談

で
は
、

日
本

の
防
衛

問
題

は

、
日
本

側

の
忌
避

も

あ
り

議
題

に
あ

が

ら
な

か

っ
た
。

著

者

に
よ
れ
ば

、

ケ
ネ
デ

ィ
政
権

期

に
は
、

口
本

の

「基

地

に
よ

る

貢
献

」
と

い
う

論

理
が
揺

ら

い
で

い
た
。

「
経

済
成

長

を
続

け
る

こ
と

に

よ

る
貢

献
」

も
、

ア

イ
ゼ

ン

ハ
ワ
ー

政

権
下

で
見

ら

れ
た

ほ
ど

の
強
靭

さ

は
な

か

っ
た
。

実
際

に
ア
メ

リ
カ
側

は
、

防
衛

問
題

検
討

会

な
ど

を

通

じ

て
、

日
本

へ
の
米

製
兵

器
購

入
要

求

を
行

っ
て
く
る

よ
う

に
な

っ

た

。

ま
た
、

本
章

で

は
、
吉

川

の
主
張

に
対

す

る
宮

澤
喜

一
の
理
解

な
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ど
を
検

討

し

た
う
え

で
、
池

田
政
権

期
、

「
吉

田
路
線

」
は

「吉

田

ド
ク

ト
リ

ン
」

へ
昇

華
し

た

と
指

摘

さ

れ

て

い
る
。

第

八
章

で

は
、

一
次
防
、

二
次
防

、

お
よ
び

「赤

城
構

想
」

の
間

に

あ

る
政
策
指

向

の
振
幅

の
内

容

と

そ

の
含

意

を
再
検

討

し

て

い
る
。

ま

た
、
自

衛

隊

の
勢

力

構
成

に
関

す

る
口
米

間

の
思
惑

の
変

化

を
論

じ

て

い
る
。

著
者

が

明
ら

か

に
し

て

い
る

の
は
、

「
防
衛
庁

の
天
皇

」
と

の
異

名
を

と

っ
た
海

原

の

「
赤

城
構

想
」

に
対

す

る
認
識

と
、

同
構

想

の
内

容

お
よ
び

立
案
担

当

者

の
認
識

と

の
間

の
相
違

で
あ

る
。

「
赤

城
構

想
」

で
実

際

に
力

点

が

置

か

れ

て

い
た

の
は
、

非
核

制

限

戦

争

へ
の
対

処

だ

っ
た
。

ま

た
、
同

構
想

の
立

案

を
担
当

し

た
小

田
村

四
郎

は
、
全

面

戦
争

対
処

を
防
衛

力

整
備

の
対

象

と
し

て
は
考

え

て

い
な

か

っ
た
。

「赤

城
構

想

」
に
お
け

る

「
自
主

防
衛

」
論

は
、

反
米
感

情

の
政
策

化

と

は
異
な

る
主

張
を

持

っ
て

い
た
。
「
赤
城

構
想

」
と

二
次

防

の
振
幅

は
、

あ
く

ま

で
日
米

安
全

保
障
体

制

の
堅

持

を
将
来

的

に
も
前

提

と
し

た
う

え

で

の
も

の
で
あ

っ
た
。

そ

の
ほ

か
本
章

で
は
、
①

防
空

責

任

の
日
本

へ
の
移
管

に
向

け

た
日
米

交
渉

の
開

始
、

②

「
ス
プ

ー

ト

ニ
ク
・
シ

ョ
ッ

ク
」

を
背

景

と
し

た
日
本

へ
の
対
空

誘

導

ミ
サ
イ

ル
供
与

の
決
定

(
い

ず

れ
も

一
九

五
〇
年

代
後
半

)
、
③
米

製
兵

器
売

却

と
在

日
米

軍
経
費

の

相
殺

を

め
ぐ

る
問
題

(
一
九
六

〇
年

代
前
半

)
、

に

つ
い
て
論

じ
ら

れ

て

い
る
。

第

九
章

で

は
、
ジ

ョ
ン
ソ

ン
政
権

の
日
本

に
対

す

る
軍

事

的
な
認

識

と
政
策

が
検

討

さ
れ

た
う

え

で
、

ア
メ

リ
カ

の

「
同

盟
国

口
本

」
像

の

転
換

に

つ
い
て
論

じ

ら

れ
て

い
る
。

一
九

六

四
年

六
月

に
ジ

ョ
ン
ソ

ン

政
権

が
作
成

し
た
文
書

「
日
本

の
将

来
」

で
は
、

日
本
国

内

で

の
右

傾

化
傾
向

が

取

り
上
げ

ら

れ
た
。
ア

メ
リ

カ
は
、
日
本

で
「
ナ

シ

ョ
ナ

ル
・

プ

ラ
イ
ド

」
が
復

活

し

つ
つ
あ

る

と
考

え

て

い
た
。

ア
メ
リ

カ
政
府

内

で
日
本

の
核

兵

器
問

題

へ
の
関

心
が

高

ま
る

な
か
、

ラ

イ

シ

ャ
ワ
ー
駐

日
大

使

は
、

一
九
六

五
年

七
月

に

「
日
本

と

の
関
係

」

と

い
う
覚
書

を

作
成

し
、

日
米
関

係

全
体

の
再

定
義

を
提

言

し
た
。

翌
年

六

月

に
上

級

省
間
グ

ル
ー
プ

が
承

認

し
た
文

書

で
は
、

日
本

政
府

が

ア

メ
リ

カ
と

一

致

し
た
見
解

を
持

つ
よ
う

影
響

を
与

え

る

べ
き
と

さ
れ

て

い
た
。

著
者

に
よ

れ
ば

、

ジ

ョ
ン
ソ

ン
政

権

の
政
策

方
針

は
、

本
土

防
衛

に

必
要

な
防

衛
力

を
備

え

る

レ
ベ

ル
に
到
達

さ

せ
る
範

囲

で
、

日
本

に

ア

メ

リ
カ

か
ら
装
備

品

を
購

入

さ
せ
、

国
際

収
支

の
改

善

を
図

る
と

い
う

も

の

で
あ

っ
た
。
ア

メ
リ

カ
側

の
期

待

す
る
日

本
像

は
、
「
日
本

防
衛

+

国
連

の
平

和
維

持
活

動

へ
の
参

加
」

で
あ
り
、

こ
れ

は

ニ
ク
ソ

ン
政

権

へ
引

き
継

が

れ
て

い

っ
た
。

以
上

の
検
討

を
踏

ま

え
た
う

え

で
、
終

章

で
は

、

一
九
四

〇
年
代

か

ら

一
九
六

〇
年

代

ま
で

の
防
衛

政
策

を

め
ぐ

る
展
開

過
程

の
総

括

が
な

さ

れ
た
う

え

で
、
改

め

て

「
吉

田
路

線
」

の
定

着

と

「吉

田

ド

ク
ト
リ

ン
」

へ
の
昇
華

が
論

じ

ら
れ

て

い
る
。

[68[



三

以
上

を
踏

ま
え

た
う

え

で
、
本

書

の
特
長

と
意
義

に

つ

い
て
ま
と

め

た

い
。
本

書

の
第

一
の
特
長

は
、

吉

田
が
選

択

し
た

日
本

の
外
交

方
針

が
、

の
ち

の
政

権

に
よ

っ
て
継

承

さ

れ

て

い
く
過

程
を

、
防

衛
政

策

の

側
面

か
ら
新
資

料

を
用

い
て
緻

密

に
解

明

し
た

こ
と

に
あ

る
。
戦

後

日

本
外

交

の
基
本

的
路

線

を
選
択

し

た

の
が
、

吉

田

で
あ

っ
た
と

い
う
点

に

つ
い
て

は
、

現
在

一
般
的

に
認

識

さ
れ

て

い
る
と
言

っ
て
よ

い

(他

方
、
そ

の
政
策

的
評
価

に

つ
い

て
は
議
論

が
あ

る
)
。
し

か
し
、
吉

田

が

選
択

し

た
路
線

の
実

際

の
展
開

過

程
を

、
防

衛
政

策

の
側
面

か
ら

一
次

資
料

を

用

い
て
論

じ
た

研
究

は
、

依
然

乏

し

い
状

況

に
あ

っ
た
。

著
者

は
、

吉

田
が
選

択

し
た

政
策

パ

ッ
ケ

ー
ジ
を

「
吉

田
路

線
」

と
位

置
づ

け

た
う

え

で
、

防
衛

政
策

の
展
開

過
程

を
吉

田

の
路
線

と

の
連

関

か

ら

検
討

し
、
以
上

の
空

白
領

域
を

埋

め
る

こ
と

に
見
事

に
成

功

し

て

い
る
。

第

二
に
、

日
本

の
防
衛

政
策

を

抑
制

的

に
し

た

一
因

で
あ

る
、

戦
後

日
本

の
政

軍
関

係

の
形
成

過
程

と
そ

の
特
質

を
、

「
文
官

優
位

」
の
組
織

原
則

・
組

織
形

態

の
定
着

と

い
う

観
点

か
ら

明

ら

か
に
し

て

い
る
点

も

重
要

で
あ

る
。

本
書

は
、
日
本

に
特
有

の

、
文
官

優
位

」

と

い
う
組
織

原
則

・
組

織
形

態

の
定
着

の
過

程

を
、

「
文
官

官
僚

」

と
旧
軍

関
係

者

の

対
立

状
況

や
、

保
守

陣

営
内

部

の
政
治

力
学

と

い

っ
た
側
面

か
ら
、
丁

寧

に
掘

り
起

こ
し

て

い
る
。

こ
れ

に
よ
り
、
一

九

五
〇

年
代

の
防

衛
政

策
の
再
検
討
に
成
功
し
て
い
る
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

第
三
に
、
吉
田
、
鳩
山
、
芦
田
と
い
っ
た
代
表
的
政
治
家
の
防
衛
観
・

防
衛
論
の
再
整
理
が
、
著
者
に
よ
る
防
衛
政
策
の
再
検
討
を
支
え
る

一

つ
の
重
要
な
要
素
と
な

っ
て
い
る
。
従
来

一
九
五
〇
年
代
の
保
守
陣
営

内
の
防
衛
政
策
を
め
ぐ
る
状
況
は
、
吉
田
勢
力
と
反
吉
田
勢
力
の
権
力

(
1
)

対
立

に
沿

っ
て
理
解

さ

れ

て
き
た

。
本
書

で
は
、

防
衛

政
策

を

め
ぐ

る

状
況

を

、
政

治
家

の
実

際

の
防
衛

観

お
よ
び

政
策
論

、

な
ら

び

に
政
権

の
政

策
内

容

か
ら
解

明

し

て

い
る
。

こ
れ

に
よ

り
、
鳩

山
、

岸
両

政
権

に
よ

る

「
吉

田
路
線

」

の
継

承
が

効
果

的

に
明

ら
か

に
さ

れ
て

い
る
。

第

四

に
、
史

資
料

上

の
大

き
な

開
拓

が
あ
げ

ら

れ

る
。
本

書

に

お
け

る
綿

密

な
考
察

は
、

著
者

が

こ

れ
ま

で
進

め
て

き
た
、

丹
念

な
史

資
料

の
収

集

と
読

み
込

み

の
成

果

に
基

づ

い
て

い
る
。

た

と
え
ば

著
者

は
、

日
本

の
防
衛

政
策

に
関

す

る
第

一
級
資
料

の

一
つ
で
あ

る

「
堂
場

肇
文

書
」

が

発
見

さ
れ

て
間

も
な

い
頃

か
ら

、
同

文
書

の
検

討
作

業

を
進

め

て
き
た
。

そ

の
成
果

は
、
国

防
会

議

で

の
議

論

の
検
討

(第

三
章

)
や

、

「赤

城
構

想

」

の
再

検

討

(第

八
章
)

な
ど

の
部

分
も

含

め
て
、

防
衛

政
策

を

め
ぐ

る
新
事

実

の
解

明

に
寄
与

し

て

い
る
。

ま
た

、
多

く

の
防

衛

庁

・自

衛
隊

関
係

者

へ
の
イ

ン
タ
ビ

ュ
ー
か
ら

、

新
事

実

の
発

掘
や
、

従

来

の
解

釈

に
対

す

る
再
検

討
を

行

っ
て

い
る
点

も
重

要

で
あ

る
。
海

原
元

内

閣
国

防
会
議

事

務
局

長
、

中
村

悌
次

元
海

上
幕

僚
長

も
含

め
、
著

者
が
本

書

で

の
検
討

作
業

に
反

映

さ
せ

た
防
衛
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庁

・
自
衛

隊
関
係

者

の
口

述
記

録

は
、
事

実
解

明

の
う

え

で
大

き
な
価

値
を
有

し

て

い
る
。

著
者

は
、

複
数

の
口
述
記

録

の
照
合

も

行

い
、
事

象

の
再
検

討

を
行

っ
て

い
る
。

近
年

、

戦
後

日
本

政
治

外
交

史

の
領
域

で
は
、

オ

ー
ラ

ル

・
ヒ

ス
ト

リ

ー

の
蓄

積

が
進

ん
で

い
る
。

防
衛

政
策

に
携

わ

っ
た
政

治
家

、
官

僚

に
関

し

て
も
、
海

原

の

ほ
か
、
伊
藤

圭

一
元
内

閣
国

防
会

議
事

務
局

長
、

夏
日

晴
雄

元
防
衛

事

務
次

官

な
ど
、

記
録

の
蓄

積

が
進

ん

で

い
る
。

こ

う

し
た
な

か
、

現
在

、
蓄

積
が

進

む
政
治

家

や
官
僚

の
口
述

記
録

を
叙

述

と
検
証

に
ど
う
反

映

さ
せ

て

い
く

の
か
と

い
う

問
題

が
浮

上
し

て

い

る

よ
う

に
思

わ
れ

る
。

こ

の
点

本
書

は
、

口
述

記

録

と
公

文
書

資
料

な

ど

を

バ
ラ

ン
ス
よ
く

用

い
て
お
り
、

叙
述

上
、

お
よ
び
検

証

上

の

一
つ

の
モ
デ

ル
を
提

供

し
て

く
れ

て

い
る
と
言

え

よ
う

。

第

五

に
、

一
九

六
〇
年

代

の
日
米

の
安

全
保

障
関

係

の
特

徴
を
、

実

証
的

考
察

か

ら
抽
出

し

て

い
る
点

が
あ
げ

ら

れ

る
。
安
保

改
定

以
後

の

時
期

に
関

す

る
実
証

的
研

究
が

依
然

乏

し

い
な

か
、
本
書

は

、

ア
メ
リ

カ

の

「
同

盟
国

日
本

」
像

の
変

化

と

い
う

観
点

か
ら
、
安

全
保

障

に

お

け

る
日
米

関
係

の
特

徴
づ

け
を

行

っ
て

い
る
。

本
書

で
は
、

日
本

の
経

済
成

長
な

ど

を
背
景

と

し

て
、
ア

メ
リ

カ

の
対

日
関
係

の
重
大
関

心

が
、

「
同

盟
国

日
本

」
像

の
あ

り
方

へ
と
向

か

っ
て

い
く
点

が
鮮

や

か
に
描

き
出

さ
れ

て

い
る
。

こ
う

し
た

成
果

は
、

今
後

一
九

六
〇

年
代

に
関

す

る
研
究

に
お

い

て
、

重
要

な
意
味

を
持

つ
も

の
と
思

わ

れ
る
。

紙

幅

の
都
合

も

あ
り

、

こ

こ
で
は
す

べ
て
を
あ
げ

る

こ
と
は

で
き

な

い
が
、
本

書

に

は
、

こ
れ
ら
以

外

に
も

取

り
上

げ

ら

れ
る

べ
き
特

長

や

意
義

が
多

く
存

在

し

て

い
る
と
思

わ
れ

る
。

四

最

後

に
、
本
書

の
重
要

な
成

果

を
前
提

と
し
た

う
え

で
、

若
干

の
論

点

に

つ

い
て
述

べ
た

い
。

第

一
に
、

本
書

で
は
、
ア
イ
ゼ
ン
ハ
ワ
ー

政

権
末

期
、

ア

メ
リ

カ
は

「
強
国

日
本

」

の
養
成

を
事

実

上
断
念

し
た

と

さ

れ

て

い
る

(本

書
、

一
四

二
頁

)
。

た

だ
、

そ

の
指
摘

の
主
要

根
拠

で

あ

る
N

S
C

六
〇
〇

八
/

一
で
は
、

逆
効

果

に
な

り
そ

う
な

圧
力

は
避

け

る
と

し
な

が
ら
も

、

日
本

の
軍
事

力

の
発
展

と

保
持

に
対

す

る
ア

メ

(3
>

リ

カ

の
関

心
自

体

は
読

み
取

る

こ
と
が

で
き

る
。

し
た

が

っ
て
、

ア

メ

リ

カ
が
同

時
期

「
強

国

日
本
」

の
養

成

を
断
念

し

た

と
ま

で
言

い
切
れ

る

か
ど
う

か
、

さ
ら

な

る
検
証

が

必
要

で
あ

る
よ

う

に
思

わ

れ

る
。

第

二
に
、
本
書

と
同
時

期
を

扱

っ
た
他

の
研

究

と

の
関

係

に

つ
い
て

で
あ

る
。
植

村
秀

樹
氏

は
、
戦

後

の
防
衛

政
策

の
展
開

過
程

を
、
「再

軍

備

の
五
五

年
体
制

」

と

も
言

い
得

る
、

三
派
鼎

立
状

況

に
よ

る
政
策

路

(
4
)

線
の
形
成
と
し
て
特
徴
づ
け
た
。
ま
た
佐
道
明
広
氏
は
、
「自
主
防
衛
」

対

「日
米
安
保
中
心
」
と
い
う
視
角
か
ら
、
防
衛
政
策
の
展
開
過
程
を

(
5
)

検
討
し
て
い
る
。
こ
れ
ら
重
要
な
研
究
が
提
示
す
る
解
釈
と
本
書
と
の

一㎜一



関

係

が
よ

り
明

示
さ

れ
る

と
、

防
衛
政

策

を

め
ぐ

る
研
究

の
整

理
状

況

は
よ

り
進

ん

で

い
く

も

の
と
思

わ

れ
る
。

第

三

に
、

「
吉

田
ド

ク

ト
リ

ン
」
と

そ

の
規

範
性

の
捉

え

方

の
問
題

で

あ

る
。

本
書

で
は
、

「
吉

田
路
線

」
と

「
吉

田
ド

ク
ト

リ

ン
」
の
用
語

は
、

区

別

し

て
使

用

さ
れ

て

い
る

(本

書
、

一
〇
、

二

一
〇
頁

)
。

「
吉

田
ド

ク
ト

リ

ン
」

の
語

は
、

吉

田
政
権

の
政

策

を
支
持

す

る
政

治
的

言
説

の

な

か

で
用

い
ら

れ
、

と
く

に

一
九

八
〇
年
代

に
浸
透

し

て

い

っ
た
経

緯

(
6
)

を

持

つ
。

こ

の
点

を
踏

ま

え
る

と
、

「
吉

田
路
線

」
の

「規

範
化

」
と

い

う

意
味

か
ら
、

「
吉

田
ド

ク
ト

リ

ン
」
の
語

を
分

析
用

語

と
し

て
用

い
る

場

合
、

な

お
も
整

理

を
必
要

と

す

る
部

分

が
あ

る

か
も
し

れ
な

い
。

と

い
う

の

は
、

吉

田

の
路

線

が
持

つ
規
範

性

に

つ
い
て
は
、

当
時

の

行

為
主

体

の
認
識

を

一
様

に
捉

え

る
こ
と

が
難

し

い
と
思

わ

れ
る

か
ら

で
あ

る
。

た
と

え
ば

、
宮
澤

な

ど

「護

憲

派
」

と
し

て
知

ら

れ

て
き
た

政

治
家

の
な

か
で
は
、

吉

田
が
当

時
選

択

し
た
方

針

は
規
範

的

に
捉

え

ら
れ

て

い
た
側
面

が

あ

っ
た
と
考

え

ら
れ

る
。

一
方
自

民

党
内

で
は
、

安

保
改

定

以
降
も

、

一
時
期

の
中

曽
根

康

弘

に
よ
る

も

の
の
よ

う

に
、

吉

田

が
選
択

し

た
路
線

に
再

検
討

を
求

め

る
主

張

は
存

在

し

て

い
た
。

ま

た
、
池

田
政

権
期

、
池

田

は
核
兵

器

の
導

入

に
対

す

る
関

心
を

示

し

た

こ
と

が
あ

り
、
吉

田
本

人

も
、
場

合

に
よ

っ
て
は
核

兵
器

を
持

つ

決

定

を
す

べ
き

と
発
言

し

た

こ
と
が

あ

っ
た

(本

書

、

一
九
九
-

二
〇

一
頁
)
。
佐
藤

も
、
首

相
就

任
後

、
核
兵

器
保

有

に
対

す

る
肯

定
的

意

思

を
見

せ
る

と
き

が
あ

っ
た

(本
書

、

二
五

四
頁

)
。

以
上

か
ら

す
れ
ば

、

日
本

の
保

守
政

治
家

に
は
、

「吉

田
路

線
」
の
範

囲
外

の
政

策

を
心
中

で

期

待

し

て

い
た
部

分

が
存
在

し

て

い
た

こ
と

に
な

る
。

し
た
が

っ
て
、

吉

田

の
路
線

の

「
規

範
化

」
が

、
当
時

の
防
衛

政
策

を

め
ぐ

る
状
況

を

特

徴

づ
け

る
際

に
、

ど

の
範

囲

で
適

用

で
き

る

の
か
と

い
う
点

を
、

さ

ら

に
詰

め

て

い
く
必

要
が

あ

る
よ
う

に
思

わ

れ
る
。

第

四

に
、
「
吉

田
路

線
」
の
定
着

の
判

断

基
準

に

つ
い
て
取

り
上
げ

た

い
。
鳩

山
内

閣

が
、
実

際

に
は

「
吉

田
路
線

」

を
継

承
し

て

い
た

と
す

る
な

ら
ば

、

「吉

田
路

線
」
の
定
着

期

を
池

田
政

権
期

に
求

め

る
さ
ら

な

る
理
由

づ

け
が
必

要

と
な

る

か
も
し

れ
な

い
。
近

年

の
通
史

で
は
、
「
吉

(
7
)

田
な

き
吉

田
路
線

」

の
よ

う

に
、

一
九
五

〇
年

代

に
定
着

の
要

因

の

一

つ
を
求

め

る
見
方

も
登

場

し

て

い
る
。

こ
の
場

合
、

「
継
承

」
と
「
定
着

」

の
意
味

内
容

の
差

異

の
問
題

も
含

め
、

さ

ら
な

る
整

理

の
余
地

が
あ

る

よ
う

に
思

わ
れ

る
。

加

え

て
、

一
九

六

〇
年
代

の
日
本

の
防
衛

政

策
を

め
ぐ

る
環
境

変

化

と
、

「吉

田
路

線

」
と

の
関
係

の
問

題

が
あ
げ

ら

れ

る
。

一
九
六
〇

年
代

後

半

に
な

る
と
、

ベ
ト
ナ

ム
戦
争

に
苦

し

む

ア
メ

リ
カ

は
、
経
済

成

長

を
果

た
し

た
日
本

に
対

し
、

防
衛

力
増

強

や

ア
ジ

ア
諸

国

へ
の
経

済
援

助

と

い

っ
た
責
任

分
担

要
求

を
強

め

て
き

た
。

こ

れ

に
対

し

て
佐

藤

政

権

は
、

吉

田
政
権

期

の
よ

う

に
、
経
済

復

興
を

理
由

に
防

衛
努
力

に
慎

重

な
姿

勢

を
示

す
、

と

い

っ
た
対

応

を
と

る

こ
と

は
あ
ま

り
な

く
な

っ

一「



て

い
た
と
言

っ
て
よ

い
。

つ
ま
り
、

佐
藤

政
権

時
代

の
防

衛

政
策

を

め
ぐ

る
環
境

は
、

日
本

の

経

済
成

長

や
国
際

情
勢

の
変

化

に
よ

っ
て
、
吉

田
政
権

の
時

代

と

は
大

分
異

な

っ
て

い
た
よ
う

に
思

わ

れ

る
。

そ

の
場

合
、

吉

田
外
交

を
特
徴

づ
け

る
際

に
は
有

効

で
あ

る
、
経

済
復

興

の
た
め

の
大
規

模
再

軍
備

の

拒

否

と

い
う

文
脈

を
含

ん
だ

「吉

田
路

線

」

の
内

容

を
、

そ

の
ま
ま
佐

藤

政
権

時
代

ま

た
は

そ
れ

以
降

の
時
代

に
適

用

す

る
こ

と
は
、

分
析

上

問

題

が
生

じ
る
部

分

が
あ

る

の
で
は

な

か
ろ
う

か
。
だ

と

す
る

な
ら
ば

、

「
吉

田
路
線

」

と

い
う

分
析

枠
組

み
な

い
し
分
析

概
念

に
は
、

さ
ら

な

る
精
緻

化

の
余
地

が
残

さ

れ

て

い
る

よ
う

に
思

わ
れ

る
。

五

以
上

、
本
書

の
内

容

、
特

長
、

意
義

、

お
よ
び

若

干

の
論

点

に

つ

い

て
述

べ

て
き
た
。

あ

る

い
は
、
評

者

の
誤

謬

に
基

づ

く
整

理
、

お
よ
び

的

外

れ
な
批

評
が

あ

っ
た

か
も
し

れ

な

い
。

そ

の
場
合

に
は
、
御

海
容

を

乞
う

次
第

で
あ

る
。

本
書

の
刊

行

に
よ

っ
て
、

日
本

の
防

衛

政
策

に

関

す

る
実

証

的
研

究

の
水
準

は
、

格
段

に
高

ま

る

こ
と
と

な

っ
た
。

そ

れ

ゆ
え
本

書

は
、
今

後

、
防
衛

政

策
史

や

日
本
政

治
外

交
史

の
領

域

に

お
け

る
重
要

な
必

読
文

献

と
し

て
位
置

づ

け
ら

れ

て

い
く

こ
と

に
な

る

と

思

わ
れ

る
。

(1
)

主
要
研
究

と
し
て
、
大
嶽
秀
夫

『再
軍
備
と
ナ
シ

ョ
ナ
リ
ズ
ム
』

(中
央
公
論
社
、

一
九
八
八
年
)
、
植
村
秀
樹

『再
軍
備
と
五
五
年

体
制
]

(木
鐸
社
、

一
九
九
五
年
)
、
大
嶽
秀
夫
『戦
後
日
本
の
イ
デ

オ

ロ
ギ
ー
対
立
』

(三

一
書
房
、

一
九
九
六
年
)
、
佐
道
明
広
『戦
後

口
本

の
防
衛

と
政
治
』

(吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
三
年

)。

(2
)

近
年

の
成
果

と
し
て
、
防
衛
庁
防
衛
研
究
所
戦
史
部
編

『中
村

悌
次
オ
ー
ラ

ル

・
ヒ
ス
ト
リ
ー
』
上
下
巻

(防
衛
庁
防
衛
研
究
所
、

二
〇
〇
六
年
)
。

(3
)
N
S
C
 
6
0
0
8
/
1
,
 
"
U
n
i
t
e
d
 
S
t
a
t
e
s
 
P
o
l
i
c
y
 
T
o
w
a
r
d
 
J
a
p
a
n
"

(
J
u
n
e
 
 
1
1
,
 
 
1
9
6
0
)
,
 
F
R
U
S
,
 
1
9
5
8
-
1
9
6
0
,
 
V
o
l
.
 
X
V
I
I
I
,
 
J
a
p
a
n
;
 

K
o
r
e
a
,
 
p
p
.
 
3
3
5
-
3
4
9
.

(4
)

植
村
、
前
掲

『再
軍
備

と
五
五
年
体
制
』
。

(5
)

佐
道
、
前
掲

『
戦
後

日
本

の
防
衛
と
政
治
』
。

(6
)

た
と
え
ば
、
永
井
陽
之
助

『現
代
と
戦
略
』

(文
藝
春
秋
、

一
九

八
五
年
)
。

(7
)

五
百
旗
頭
真
編

『戦
後
日
本
外
交
史

〔新
版
ご

(有
斐
閣
、

二

〇
〇
六
年

)

一
六
頁
。

【附
記
】
本
稿
は
、
二
〇
〇

六
年
一
一

月

四
日
に
行

わ
れ
た
東

ア
ジ

ア

国
際
政
治
史
研
究
会

(於
・中
央
大
学
)
に
お
け
る
報
告
内
容

に
修
正
を

加
え
た
も

の
で
あ
る
。


